
計画様式6
開発実施計画変更申請書
                                                  文書番号  ×××
                                                        年    月    日
国立研究開発法人科学技術振興機構　殿
                                         ××××株式会社
                                           開発管理責任者  ××××  印
平成　　年  月  日付開発委託基本契約書及び年  月  日付開発委託年度契約書に基づき(課題番号ASxxxxxxxX)「（  課題名  ）」の開発を進めてまいりましたが、このたび別紙開発実施計画変更内容説明書により（変更事項）をお願いしたく申請します。
―――　以下の注釈は削除して作成してください。　―――

(注)① 該当する変更事項を本申請書の（変更事項）の所に記入してください。

② 開発実施計画変更内容説明書の作成要領は、次ページを参照してください。
③ 部数　１部
       用紙　Ａ４
開発実施計画変更内容説明書作成要領
１．計画変更の内容
　1.1 開発実施経過の概要
	初年度の場合は開発開始から、２年度目以降の場合は４月１日から、現在に至る間の開発経過を、計画変更に焦点を合わせて、記載してください。


  1.2 計画変更の内容
	  例えば、開発目標の変更   
 ○○○（変更前）→○○○（変更後）
           などと記載してください。


  1.3 計画変更の理由
	  計画変更をするに至った理由について、当初計画、現況および今後の計画に触れながらまとめてください。


２．工程表(開発期間の延長時に添付)
	(記入例)

	
	      年・月
  項目
	  ×  ×  ×  ・  ・  ・  ・  ・
	  ×  ×  ×
	

	
	(設備関係)
  ××××
    ・
    ・
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	

	
	
	
	
	
	
	

	


３．所要資金及び調達方法
  3.1 計画変更に伴う所要資金総額
	(記入例)   総  額                            千円
             内訳    開　発　費              千円
                     自己資金              千円


 3.2 計画変更に伴う所要資金内容（開発経費）
	(記入例) 
物品費（設備備品費）                                                  単位：千円

	
	区分
	項    目
	金    額
	備    考
	

	
	
	
	変更前
	変更後
	
	

	
	JST
	
	0
	5,000
	
	

	物品費（消耗品）                                                      単位：千円
区分
項    目
金    額
備    考
変更前
変更後
JST
8,000
3,000
企業
2,000
4,000



  3.3 計画変更に伴う資金調達方法
	(記入例)                                                              単位：千円

	
	
	変更前所要資金
	変更後所要資金
	

	
	
	開発経費
	自己資金
	開発経費
	自己資金
	

	
	Ⅰ．物品費（設備備品費）
	
	
	
	
	

	
	物品費（消耗品費）
	
	
	
	
	

	
	Ⅱ．旅費
	
	
	
	
	

	
	Ⅲ．人件費・謝金
	
	
	
	
	

	
	Ⅳ．その他（外注費）
	
	
	
	
	

	
	その他（その他経費）
	
	
	
	
	

	
	直接経費（Ⅰ～Ⅳ）計
	
	
	
	
	

	
	間接経費
	
	
	
	
	

	
	再委託費
	
	
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	
	
	

	


４．設備費の内訳
	（記入例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
番号
項目
変更前

変更後

備考

数量
単価
金額
数量

単価

金額

合計




―――　以下の注釈は削除して作成してください　―――

(注) 別添資料(必要に応じて添付してください。)
    (1) 製造工程図(物質収支、熱収支)
    (2) 設備の仕様、カタログ
    (3) 推定原価計算書
    (4) その他
現　在





今後の予定





実行





計画当初
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